
学習日：　　月　　　日

2020 年度　市川高校【数学】大問３
１辺の長さが１の立方体を積み重ねて直方体を作り、
この直方体に含まれる様々な大きさの立方体の個数について考える。 

　例えば、上の図のような３辺の長さがそれぞれ２、３、２の直方体に含まれる立方体の個数は、
１辺の長さが１の立方体が 12 個、１辺の長さが２の立方体が２個、１辺の長さが３以上の立方体
が０個であるから、全部で 14 個である。

（１）
３辺の長さがそれぞれｎ、ｎ、４の直方体について、次の問いに答えよ。
ただし、ｎは４以上の自然数とする。

①この直方体に含まれる１辺の長さが２の立方体の個数をｎを用いて表せ。
② この直方体に含まれる様々な大きさの立方体の個数が全部で 500 個であるとき、ｎの値を求めよ。

（２）
一般に、ｎが自然数のとき、

が成り立つことが分かっている。

例えば、ｎ＝５のとき、 

 である。

ここで、３辺の長さがそれぞれｎ、ｎ、ｎの立方体について、この立方体に含まれる様々な大き
さの立方体の個数が全部で 44100 個であるとき、ｎの値を求めよ。 
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